
第2回地域連携推進会議
日時：令和8年2月14日(土)10:00～12:00

社会福祉法人 五倫会
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本日のタイムスケジュール

時間 内容 担当

１０：００ 開会・挨拶 灘 （統括施設長）

１０：０５ 本日の流れ 村上（法人課長  オリオン管理者）

１０：０６ 会議目的 大澤（姫路暁乃里 サービス管理責任者）

１０：０８ 構成員紹介

１０：２５ 法人 灘

１０：４０ チャレンジ 柴田

１０：５５ 姫路暁乃里 大澤・西村（姫路暁乃里 生活支援員）

１１：３０ 質疑応答

１２：００ 閉会 村上

司会進行：村上



地域連携推進会議の目的

（１）利用者と地域との関係づくり

（２）地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進

（３）施設等やサービスの透明性・質の確保

（４）利用者の権利擁護



社会福祉法人五倫会
令和 8年 2月14日（土）

第2回 地域連携推進会議



社会福祉法人五倫会 法人概要
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放課後等デイサービス
・オリオン

生活介護・施設入所支援
短期入所・日中一時支援

生活介護・就労継続支援Ｂ型

共同生活援助
（介護サービス包括型）

相談支援（一般・特定・障害児）
地域相談窓口（姫路市受託）



本日の目的
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五倫会の現在地と今後の方向性を共有する

地域とともに進めたい取り組みを確認する

皆様からのご意見・ご助言を今後に活かす



五倫会の
役割
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育成と還元

専門性

支援

GHと相談



第1期マスタープランの3つの柱
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地域生活
支援事業の

拡充

サービスの質と

権利擁護の

向上

人材育成と

組織基盤の

強化



これまでの進捗と成果
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ショートステイ

R7年度着工

新棟建設

定員4名→

10名(R10年度)

人事給与制度

R8年度より

本格運用予定

前年比

120%

応募者数



現在の課題
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重度・高齢障害者支援の

ニーズ増加

緊急・困難ケースへの

対応力強化

支援を担う人材の

育成と継承



10年後の未来像
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専門性と持続性の高いサービスの提供

地域とともに歩む法人として…

アールブリュットの
作成・展示拠点の整備

グループホームの整備
高齢・重度障害者対応

人材育成
強行行動SVの養成中心

個室化・職住分離の完了
姫路暁乃里

放課後等デイサービス
専門性の高い

生活介護事業の新設
地域相談窓口の充実



地域・関係機関の皆さまへ

五倫会だけではできない支援があります。

支援が途切れない地域づくりのため、

皆様と意見を交わし、

連携を深めていきたいと考えています。
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「ひとりの想い」から始まる福祉の実現を目指す
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共同生活援助
チャレンジ

社会福祉法人五倫会
共同生活援助 チャレンジ
サービス管理責任者 柴田 菜穂



目次

地域交流

障害種別について

環境整備

障害福祉サービスの役割

共同生活援助の役割

チャレンジ利用者さんの一日

地域の中で暮らすためには





発達障害
自閉スペクトラム症、ADHD(注意欠如・多動症)、学習障害 など
特性の例：予定の変更が苦手、忘れ物が多い、段取りが苦手、人との距離感がつかみにくい など

生まれつきの脳の働き方の違い
本人の努力不足や育て方の問題ではない

知的障害
特性の例：理解する力がゆっくり育つ(難しい言葉や抽象的な説明が理解しにくい、長い説明だと混乱しやすい）、
日常生活にサポートが必要なことがある(お金の管理が難しい、家事や身の回りのことに支援が必要な場合がある) など

理解のスピードや学び方に
特性がある。生まれつきの
特性で本人の努力不足で
はない。

精神障害
統合失調症、うつ病、双極性障害、不安障害 など
特性の例：気持ちのコントロールが難しくなる、考え方や感じ方が偏りやすくなる、生活リズムが乱れやすい など

症状には波があり、体調やストレス
の影響を受けやすい。

身体障害
視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、内部障害 など
特性の例：コミュニケーションの工夫が必要、手足の動きが制限される、日常生活に介助が必要 など

内部障害はが外見からわかりにくい。
周囲のちょっとした配慮で生活の質
が変わる。

難病、てんかん など
パーキンソン病、潰瘍性大腸炎、ALS(筋萎縮性側索硬化症) など
特性の例：体調の急変、見た目ではわかりにくい困りごとがある など

原因不明で治療方法が確立されて
いない。
長期の療養が必要。

障害の種別
日本の制度では、障害は大きく次のように分類されています



障害の種別は【困りごとの種類】でもある

・発達要害 → 感覚やコミュニケーションの特性
・知的障害 → 理解や学びの特性
・精神障害 → 気持ちや行動の調整の難しさ
・身体障害 → 見え、聞こえ、動きなど身体の困りごと
・難病、てんかん → 体調の変化や生活の制限

どの障害も「本人の努力不足」ではなく、「特性や環境の影響」で
困りごとが生まれるという視点が大切



環境が変われば誰でも【困る人】になる

誰でも環境が変われば困りごとが生まれ、できていたことが出来なくなることもある。

例）海外に行ったとき
・ことばが通じない
・交通ルールが分からない

例）新しい職場や学校に入ったとき
・暗黙のルールが分からない
・人間関係がつかめない

例）加齢による環境変化
・視力、聴力が低下
・体力が落ちる

環境を整えることで誰もが暮らしやすくなる。
「この環境がこの人にあっていないのかもしれない」という視点で考えることが、誰もが安
心して暮らせる社会に繋がる。



発達障害
特性の例：予定の変更が苦手、忘れ物が多い、段取りが苦手、
人との距離感がつかみにくい など

どのように環境を整えると良いの？

予定の変更が苦手
スケジュールを見える化し先の見通しが立てられるようにする。
予定に変更がある場合は、事前に伝える。理由説明する。
選択肢を提示して「自分で選べる感覚」を持てるようにする
など

段取りが苦手
タスクを細かく分け、ステップを分解して提示する。期限は曖
昧にせず「〇時」など明確に伝える。一度に複数の指示を出
さない。など

人との距離感がつかみにくい
暗黙の了解に頼らず、言葉で説明する。「これはOK」「これ
はNG」を明確にする。1対1の方が安心する人には、集団よ
り個別対応にする。役割をはっきりとさせる。など

先に知らせる、見える化する、小分けにする、明確
にする、刺激を減らすことで安心感が大きく変わる。

知的障害
特性の例：理解する力がゆっくり育つ(難しい言葉や抽象的な説
明が理解しにくい、長い説明だと混乱しやすい）、日常生活にサ
ポートが必要なことがある(お金の管理が難しい、家事や身の回り
のことに支援が必要な場合がある) など

理解する力がゆっくり育つ
抽象的な言葉を避け、情報を少なくするなどわかりやすい情
報提供をする。写真やイラストなどの視覚的なサポートや同
じ説明を繰り返してもOKな環境づくり。など

日常生活にサポートが必要なことがある

情報をわかりやすく、手順を細かく、生活を見える形
にすることで安心して生活しやすくなる。

お金の管理にサポートが必要な場合、金額ごとに封筒に分
ける。買い物リストを作る。など 家事のサポートが必要なら、
写真付きの手順書や片付けやすいシンプルな収納を準備す
る。など 身の回りのことにサポートが必要な場合は、服を曜
日ごとにセットしておく。洗面や入浴手順を見える化にする。
など



精神障害

どのように環境を整えると良いの？

気持ちのコントロールが難しくなる
静かな場所や一人になれるスペースなど落ち着ける空間をつ
くる。「つらくなったらここへ行く」「この人に声をかける」など感
情が揺れた時の避難ルートを決めておく。短く、ゆっくり穏や
かに話をする。否定しない、責めない、急かさないコミュニ
ケーションをとる。

考え方や感じ方が偏りやすくなる
曖昧な表現を避け、情報を整理して伝える。冗談や皮肉は
避け、誤解が発生しにくいコミュニケーションをとる。SNSの
情報制限や人間関係のストレスを減らすなど不安を増やす
刺激を減らす。

生活リズムが乱れやすい
起床、食事、就寝の時間を決めることで生活の型をつくり、
朝の準備の簡素化や食事は簡単に作れるものを準備するな
ど無理のない生活動線をつくる、予定を詰め込みすぎず疲れ
たら早めに休める環境をつくることで過負荷を避ける。

安心して相談できる人や場所、見通しのある生活
や刺激を減らしたシンプルな環境が安心できる。

身体障害

コミュニケーションの工夫が必要
筆談やタブレット、音声入力などわかりやすいコミュニケーショ
ン手段を用意する。ジェスチャーや視線など本人の得意な表
現方法を理解する。

手足の動きが制限される

バリアフリーやコミュニケーションの工夫、選択肢と
自己決定を整えることで、に物理的な安全や情報
の安心、尊厳や自尊心の維持に繋がり「自分らし
く」「安心して」暮らしやすくなる。

段差をなくす、手すりを設置するなどバリアフリーな住環境を
整える。電動車椅子や入浴チェア、自助具などの補助具や
福祉用具を活用する。

特性の例：気持ちのコントロールが難しくなる、考え方や感じ方が偏り
やすくなる、生活リズムが乱れやすい など

特性の例：コミュニケーションの工夫が必要、手足の動きが制限
される、日常生活に介助が必要 など

日常生活に介助が必要
どこまで自分で行い、どこからを介助するかを共有し役割分
担を明確にする。プライバシーを守る工夫や安全に生活でき
る仕組みを取り入れる。



難病、てんかん

どのように環境を整えると良いの？

体調の急変
緊急時対応方法の共有、緊急連絡手段を確保する。急変
が起きても安全な空間を整える。事前に緊急時の対応を共
有し、本人が望む対応を尊重する。

見た目ではわかりにくい困りごと
本人の同意の範囲で困りごとを周囲に共有。無理をしなくて
も良い雰囲気づくり。誤解を減らすためのコミュニケーション。
外出、社会参加を安心して行える環境。

急変に備えた安全性や見えない困りごとへの理解。
外出や社会参加のサポートを整えることで、「自分
らしく」生活しやすくなる。

特性の例：体調の急変、見た目ではわかりにくい困りごとがある



障害福祉サービスの役割とは

障害のある人が自分らしく、安心して、地域で暮らし続け
られるように支えること

その中身は幅広く、生活・仕事・健康・人間関係など、人生のあらゆる場面を支える仕組みとなっている

１，安心して生活できる環境をつくる → 「一人では難しい部分」を補い、地域で暮らし続けられるようにサポートする
２，自立と自己決定を支える → 「やってあげる」ではなく、本人の力を活かす支援が基本
３，特性に合わせた支援で生活の困りごとを減らす → 特性に応じた環境整備を行う
４，社会参加を支える → 「働く」「学ぶ」「楽しむ」など、社会の一員として生きることを支える
５，健康と安全をサポートする → 日常の見守りから緊急時の対応までを担う
６，家族の負担を軽減する → 家族だけに負担が集中しないよう様々な人か関わる



共同生活援助(グループホーム)の役割

障害のある人が地域で安心して、自分らしく生活できるように、住まいと生活全般を支える役割

・生活全般のサポート
・自立と自己決定を大切にする
・特性に合わせた支援を行う
・社会参加を支える
・安心、安全を守る など



チャレンジ利用者さんの1日

整容 朝食



チャレンジ利用者さんの1日

健康管理 清掃



チャレンジ利用者さんの1日

金銭管理 洗濯



チャレンジ利用者さんの1日

夕食 その他



グループホームの利用者さんが地域の中で暮らすためには、地域
住民の方の理解と協力が大きな支えとなります

・温かい見守り
特別なことをしなくても「地域の一員」として普通に接することが大きな安心につながります。

・地域の一員として受け入れる姿勢
偏見や誤解を持たず接してください。気になることは遠慮せずに施設に相談していただけると嬉しいです。

・地域のルールを共有し合う
ゴミ出しや町内会の行事など、地域のルールを教えていただけると利用者さんも生活がしやすくなります。

・安全面での協力
もし、外で困っている利用者さんを見かけたときは、軽く声をかけていただき施設へ連絡していただけると助かり
ます。
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指定障害者支援施設 姫路暁乃里
社会福祉法人五倫会
指定障害者支援施設 姫路暁乃里
サービス管理責任者 大澤 洋平
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姫路暁乃里
サービス種別
施設入所支援 定員３０名
生活介護 定員４０名
短期入所（ショートステイ） 定員 ４名
日中短期入所 定員 ４名

サービス 開所日 サービス提供時間
施設入所支援 ３６５日 １６：００～９：００
生活介護 月－８日 ９：００～１６：００
短期入所 ３６５日 要相談
日中短期入所 ※現在、法人内の通所（生活介護）の方のみ受け入れ可

職員数

施設長 事務員 サービス
管理責任者 主任 副主任 支援員 理学療法士 看護師 その他

１ ５ １ １ １ ２６ １ ４ １
0

5

10

15

20

25

男性職員 女性職員
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社会資源・地域資源とは

社会資源・地域資源とは？
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資源としての役割

地域生活支援拠点としての
セーフティネット機能
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資源としての役割
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緊急短期入所 受け入れ件数
年度 姫路市 姫路市外

令和４年 ３件（１７日） ２件（１２日）
令和５年 ６件（４６日） １件（１３日）
令和６年 ４件（３５日）
令和7年 ２件（４日） １件（７日）県外より
令和8年 １件（１２日）

資源としての役割
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資源としての役割

広域的支援人材
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資源としての役割

福祉避難所としての
災害時受け入れ機能
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ご清聴ありがとうございました
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